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澄
観
と

密
教
i

『

大
方
廣
佛

華
嚴
經
疏
』

に

見
ら
れ

る

密
教
的
要
素
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遠
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一
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序
　
言

　
清
涼
国
師
澄
観
は

、

第
三

祖

賢
首
大
師
法
蔵
に

次
ぐ
第
四

祖
と

称
さ

れ
て
い

る
。

彼
は

慧
苑
の

弟
子
で

あ
る

法

読
の

も
と

で

華
厳
の

教

義
を

学
ん
で

い

た

よ

う
で

あ
る
が

、

慧
苑
は

法
蔵
の

直
接
の

弟
子
で

あ
る
に

も
か
か

わ

ら

ず
、

彼
の

理

解
は

師
の

真

意
を

曲
げ
る

も
の

と

退
け

、

自

ら
が

法
蔵
の

正

当
な

後
継
者
と

自
認
し
て
い

る
。

し
か

し
な
が

ら
、

具
に

澄
観
の

著
作
を

眺
め

て

み

る

と
、

彼
は

必

ず
し

も
単
な
る

法
蔵
の

後
継
者
の

役
割
を

演
じ

て
い

る

わ

け
で

は

な

く
、

寧
ろ

極
め
て

彼
に

独
自
な

教
学

を

展
開
し
て
い

る

様
子
が

伺
え
る

の

で

あ
る

。

　
中

国
に

於
け
る

華
厳
宗
（

賢
首
宗
と

言
う
方
が

適
当
で

あ
ろ

う
が
）

の

思
想

的
展
開
に
つ

い

て

は
、

禅
宗
と
の

融

合
を

中

心
に

取
り
上

げ
た

論
究
を
多
く
目
に

す
る

の

で

あ
る

が
、

澄
観
の

教
学
に

関
し
て

も
、

禅
を

睨
ん

だ

言

及
が

多
く

、

そ
の

他
三

論
や

天

台
、

或
い

は

浄
土
教

な
ど
と
の

関
係
を

指
摘
す
る

程
度
に

大
凡
限

ら
れ
て

い

た

か
の

よ

う
に

思
わ

れ
る

。

し

か
し

、

密
教
と

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
1V

　
　
　
　
　
　

（
2）

澄
観
と

の

関

係
に
つ

い

て

は
、

纔
に

松
永
有
見
氏

．

加
藤

精
一

氏

ら
が

概
観
さ
れ

て

お

ら
れ

る

の

み

で
、

こ

れ
ま
で

殆
ど

顧

慮
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1

さ
れ

て

こ

な

か
っ

た

感
が

強
い

。

こ

の

こ

と
は

な
に

も
、

こ

の

両

者
の

関
係
性
が

、

単
に

密
教
研
究
の

領
域
か

ら

補
足
的
に

参
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照
さ

れ

る
べ

き
と
い

う
だ

け
の

問
題

だ

と
い

う
こ

と

で

は

全
く
な

く
、

澄

観
在
世

時
に

密
教
が

隆
盛
し

て
い

た

事
実
を

鑑
み

る

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

B

な
ら
、

寧
ろ

澄

観
の

華
厳
思

想
を
理

解
す
る

上

で

も

不
可
避
な

検
討

課
題
と

言
わ

ね
ば

な
ら
な

い

は

ず
で

あ
る

。

こ

れ
に

対
し

　
ー

て

十
分
な

評
価
を

与
え
ぬ

ま
ま

、

澄

観
自

身
や

彼
の

思

想
に

言

及
す
る

な

ら
、

そ

の

本
来
の

姿
を
歪
め

て

し
ま

う
危

険
性
を

常

に

孕
む
こ

と

に

な
る

だ
ろ

う
。

　
そ
こ

で

本

論
で

は
、

先

ず
澄

観
の

最
初

期
の

著
作
に

相

当
す
る

『

大
方

廣
佛

華
嚴

經
疏
』

（

以

下

『

華
嚴
經
疏
』

）

に

注
目
し

、

そ
こ

に

引
用
さ
れ

る

密
教

典
籍
に

逐
一

検
討
を

加
え
て

ゆ

く
こ

と

に

す
る

。

こ

の

こ

と
に

よ

り
、

両
者
の

関

係
性
の
一

端
を

闡

明

す
る
こ

と

に

な

ろ

う
。

勿
論

『

華
嚴
經
疏
』

を

十
全
に

理
解

す
る

た

め

に

は
、

『

大
方
廣
佛
華
嚴
經
隨

疏
演

義
鈔
』

を

併
せ

て

参
照

す
べ

き
で

は

あ
る

が
、

紙

幅
の

都
合
上

、

そ
れ

に
つ

い

て

は

改
め

て

別
稿
を

設

け
る

と

し

て
、

こ

こ

で

は

『

華
嚴
經
疏
』

に

絞
っ

て

論
じ
る
こ

と

に

し
た
い

。
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本

　
論

　
「

華

嚴
經
疏
』

に

は

「

一

生

成
辨
」

で

あ
る

と

か

「

三

密
」

と
い

っ

た
、

密
教
的
に

も
解
釈
し

う
る

よ

う
な

術
語
が
い

く
つ

か

散
見
さ

れ

る
。

本
論
で

は
、

最
も
客

観
的
な

事
実
と
し

て
、

且

つ

最
も
顕

著
な

事

例
と

し

て
、

経

典
名
を

明

示
し
て

引

用
が
な

さ
れ

て

い

る

箇
所
を

示
し

、

『

華
嚴
經
疏
』

に

於
け
る

最
も
確

実
な

密
教
的

要
素
と

し
て

指
摘
し
た
い

。

こ

の

よ

う
に

彼
の

引

用

し
た

密

教
典

籍
の

傾
向
を

明
瞭
に

す
る

こ

と

に

よ

り
、

彼
が

何
系
の

密

教
に

親
し
い

の

か

が

明
ら
か

に

な
ろ

う
。

先
の

密
教
的

用
語
の

検
討
に
つ

い

て

は
、

本
論
で

の

成
果
を
踏
ま
え

、

後
の

機
会
に

改
め

て

考
察
す
る

こ

と

に

し

た
い

。

　

さ
て

『

華
嚴

經
疏
』

に

引
用
さ
れ

る

密
教

典
籍
で

あ
る

が
、

管
見
の

及
ぶ

範
囲
で

言
う
な
ら

ば
、

次
の
⊥

ハ

種
が

認
め

ら
れ

る
。

　
A
『

大

毘
盧
遮

那
成
佛

神
變
加
持

經
』
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B
「

大
毘
盧
遮

那
成
佛
神
變
加
持
經
疏
』

C
『

金

剛

頂
瑜
伽
理

趣
般
若
經
』

D
『

瑜
伽
金

剛
頂
經
釋
字
母

品
』

E
『

金
剛

頂
超
勝
三

界
經
説

文
殊
五

字
眞
言
勝
相
』

F
『

大
方
廣
佛
華
嚴
經
入

法
界
品
四

十
二

字
觀
門
』

こ

れ
よ

り
以
下

、

順
次
こ

れ

ら
に
つ

い

て

検
討
し
て

み

る
こ

と

に

し
よ

う
。

　
A
『

大
毘
盧

遮
那
成

佛
神
變
加
持
經
』

の

用
例

　
『

華
嚴
經
疏
』

に

引
用
さ
れ
る

『

大
毘
盧
遮

那
成
佛

神
變
加
持
經
』

（

以

下
『

大
日

經
』

）

は

以

下
の

四

例
が

見
受
け
ら

れ
る

。

　
　
a

毘
盧
遮
那
經

第
六

云
、

有
四

根
本
罪

、

乃
至

活
命

、

亦
不
應
犯

。

謂
一

謗
法

。

二

捨
菩
提
心

。

三

慳
吝

。

四

惱
害
衆

　
　
　
（
3∀

　
　
　

生
。

　
こ

れ
は

、

入

法
界
品
中
の

善
住
比
丘

の

箇
所
に

於
け
る

「

第
四

謙
己

推
勝
」

（

自
分
を

謙
り

、

よ

り

勝
れ

た

菩
薩
を

紹
介
す
る

節
）

に

示
さ
れ

て
い

る
。

そ
こ

で
は

、

善
住
比

丘
が

自
ら

は

「

普
速
疾

供

養
諸

佛
成

就
衆
生

無
礙
解
脱

門
」

を

知
る

の

み

で
、

自
分
よ

り
勝
れ

た

諸
菩
薩
の

持
す
る

「

大
悲
戒
．

波

羅
蜜
戒
・

大
乗
戒
・

菩
薩
道
相
応

戒
・

無
障
礙
戒
・

不
退
堕

戒
・

不

捨
菩

提
心
戒
・

常
以

佛
法
爲
所
縁
戒
・

於
一

切
智
常
作
意

戒
・

如
虚

空

戒
・
一

切
世
問

無
所
依

戒
・

無
失
戒
・

無
損

戒
・

無
缺
戒
・

無
雑
戒
・

無
濁

戒
・

無
悔

戒
・

清
浄
戒
・

離
塵

戒
・

離
垢
戒
」

は

知
る

こ

と

が

無
い

と

し
、

次
に

訪
れ
る
べ

き
善
友
と

し
て

「

彌
伽
」

を

指
示
し
て
い

る
。

澄

観
は

、

上

掲
の

諸
戒
の

内

「

不

捨
菩
提
心
戒
」

と

「

常
以

佛
法
爲
所
縁
戒
」

は

そ
れ
ぞ
れ

『

大

日

經
』

で

言
う

＝

謗
法

。

二

捨
菩

提
心

。

」

に

関
わ
る

戒
で

あ
り

、

「

無
損
戒
」

と

「

無
濁
戒
」

は

コ
ニ

慳
吝

。

四

惱
害
衆
生

。

」

に

対
応
す
る

も
の

と

解
釈
し

て

い

る
。

『

大
日
經
』

の

本
文
で

も

「

菩
薩
受
持

如
所

説
善
戒

。

應
具
諦
信
當
勤
修
學

。

隨

順
往
昔

119

N 工工
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諸
如
來

學
處

、

住
有
爲
戒

、

具
足

智
慧
方
便

、

得
至

如
來
無
上

吉
祥

無
爲
戒
蘊

。

有
四
種
根
本
罪

、

乃
至

活
命
因
縁

。

亦
不
應

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〔
4）

　
　

　
　
　

　
　
　

20

犯
。

云
何
爲
四

。

謂

謗
諸
法

。

捨
離
菩
提
心

。

慳

悋
。

惱
害
衆
生

。

所
以

者
何

。

此
性
是

染
。

非
持
菩
薩

戒
。

」

と

言
っ

て

お

り
、

　
1

引
用
に

際
し

て

多
少
澄
観
の

手
が

加
わ
っ

て
い

る

痕
跡
が

認
め

れ
、

『

大

日
經
』

の

本
文
を
全

く
正

確
に

引
用
し
て
い

る

と

は

言

え
な
い

が
、

文
意
を
大
き
く

ゆ

が
め
る

よ

う
な
こ

と
は

し
て
い

な
い

。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

　
　
b
今
更

依
毘

盧
遮
那
經
第
五
、

別
有

字
輪
品

。

彼

經
云

、

是
遍
一

切

處
法

門
。

謂

菩
薩
若
住
此
字
輪
法
門

、

始
從
初
發
妙

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5）

　
　
　

菩
提
心

、

乃
至
成

佛
、

於

是
中
間

、

所

有
一

切

自
利
利
他
種
種

事
業

皆
得
成
就

。

　
こ

れ

は
、

入

法
界

品
中
の

生

貴
住
の

箇
所
に

於

け
る

「

第
二

授
己

法
門
」

に

示

さ
れ
て
い

る
。

こ

の

生

貴
住
に

て

弥
伽
は

善

財
に

「

輪
字
品

荘
嚴
法
門
」

を

授

け
て

い

る

が
、

こ

の

法
門
を

巡
っ

て

の

解
釈
に

以
上
の
一

文
が

引
用
さ

れ

て
い

る
。

澄
観
は

法
蔵
の

解
釈
を

紹
介
し

、

一

応

に

そ

の

説
を

支
持
し
な

が
ら
、

併
せ

て

『

大
日
經
』

の

字

輪
品

を
挙
げ

、

従
来
の

華
厳
教
学
と

は

異
な

る

新
機
軸
を

打
ち
だ

そ

う
と

し
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6）

　
『

大
日
經
』

の

当
該
箇
所
で

は

「

諦
聽

祕
密
主

。

有
遍
一

切

處
法
門

。

祕
密
主

若
菩
薩
住
此
字
門

。

一

切

事
業
皆
悉
成
就

。

」

と

言
っ

て

お

り
、

上

掲
の

文
中
で

『

大
日

經
』

の

引

用
箇
所
と

し

て

は

纔
に

「

是
遍
一

切

處
法
門
」

の

部
分
が

認
め

ら

れ
る

程

度
と
い

う
こ

と

に

な

る

が
、

『

大
毘
盧
遮
那
成

佛
神

變
加
持
經
疏
』

（

以
下

『

大
日

經
疏
』

）

で

は

「

有
法
門
名
遍
一

切

處
。

彼
菩

薩
字
位
住

時
。

一

切

所
作
皆
得
成
就

者
。

即
此

字
輪
法
門

。

是
遍
一

切
處
法
門
也

。

菩
薩
若
住
此
字
輪
法
門

者
。

始
從
發

妙
菩

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
7）

提
心

。

乃
至

成
佛

。

於
是
中

間

所
有
一

切
自
利

利
他
種
種
事
業

。

由
入
此

法
門

故
。

一

切
皆
得
成
就

。

」

と

あ
り

、

『

華
嚴
經
疏
』

で

言

う
「

彼
經
云
」

以
下

は

寧
ろ

『

大
日
經

疏
』

か

ら

の

引

用
と

し
て

見
た
ほ

う
が

宜
し
い

。

c

列
有
四

十一
一

門
。

皆
言

般
若
波
羅
蜜
門

者
、

從
字

入
於

無
相

智
故

、

字
義
爲
門
故

。

毘

盧
遮
那
經
中
皆
言
不

可
得

。

智
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（
8｝

　
　
　
無
所
得
即
般
若
故

。

　
こ

れ

は

先
の

b
と

同
じ

く

字
輪
解

釈
の

場
面
に

て

言
わ

れ

て

い

る

も
の

で

あ
る

が
、

そ

の

中
で

も

四

十
二

字
門
の

字
義
解
釈

に

関
し
て

『

大
日
經
』

が

紹

介
さ
れ
て
い

る

箇
所
で

あ
る

。

こ

こ

で

は

直
接
本

文
を

引
用
し
て

お

ら

ず
、

『

大
日

經
』

の

該
当
箇

所
を

読
者
の

側
が

判
定
せ

ね
ば

な

ら

な
い

。

恐
ら

く
は

入

漫
荼
羅
具
縁

眞
言

品
で

「

謂

阿
字

門
一

切
諸

法
本
不
生

故
。

迦

字
門

一

切

諸
法
離
作
業
故

。

怯
字
門
一

切

諸
法
等
虚

空
不
可
得
故

。

哦
字
門
一

切
諸
法
一

切
行
不

可
得
故

。

伽
（

重

聲
）

字
門
一

切

諸
法
一

合
不
可

得
故

。

遮

字
門
一

切

諸
法

離
一

切
遷

變
故

。

車

字
門
一

切
諸

法
影
像
不

可

得
故

。

若
字

門
一

切
諸

法
生
不
可

得

故
。

社
字
門
一

切
諸
法
戰
敵
不
可

得
故

。

唾
字

門
一

切
諸

法
慢

不
可

得
故

。

咤
字
門
一

切
諸

法
長
養
不

可

得
故

。

拏
字

門
一

切

諸

法
怨

對
不
可

得
故

。

荼
（

重
聲
）

字
門
一

切

諸
法
執
持

不
可

得
故

。

多
字
門
一

切

諸

法
如
如
不
可

得

故
。

他
字
門
一

切
諸

法

住

處
不
可

得
故

。

娜
字
門
一

切
諸
法
施
不
可

得
故

。

駄
（

重
聲）

字

門
一

切
諸

法
法

界

不
可

得
故

。

波

字
門
一

切

諸
法
第
一

義

諦
不

可
得
故

。

頗
字
門
一

切
諸
法
不
堅

如
聚
沫
故

。

廠
字
門
一

切
諸
法
縛
不
可

得
故

。

婆
字

門
一

切
諸
法
一

切

有
不
可

得
故

。

野

字
門
一

切
諸
法
一

切
乘
不
可

得
故

。

囃

字
門
一

切
諸
法
離
一

切
諸
塵

染

故
。

邏
字

門
一

切
諸
法
一

切
相

不
可

得
故

。

縛
字
門

一

切

諸
法
語

言
道
斷
故

。

奢
字
門
一

切
諸

法
本
性
寂
故

。

沙

字
門
一

切
諸

法
性
鈍

故
。

娑
字

門
一

切
諸
法
一

切

諦
不
可

得
故

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
9）

訶
字
門
一

切
諸
法
因
不

可
得
故

。

」

と

す
る

箇
所
を

指
示

し
て

い

る

も
の

と

考
え

ら

れ
る

。

但
し
こ

こ

で

は

「

阿

字
門
」

乃

至

「

訶
字
門
」

ま
で

の

二

十
九

字
門
し

か

示
さ
れ
て

お

ら

ず
、

直
ち
に

「

華
嚴
經
』

の

四

十
二

字
門
と

対
応

す
る

も
の

で

は

な

く
、

ま
た

澄
観
の

言
と

異
な
り

「

阿
字

門
」

と

「

迦
字
門
」

に

は

「

不
可

得
」

が

付
さ

れ
て
い

な
い

。

し
か

し

彼
は
、

『

華
嚴
經
』

中

で

四

十
二

字
門
そ
れ

ぞ
れ
に

て

「

般
若
波

羅
蜜
門
」

と

言
っ

て

い

る
こ

と

を

「

字
よ

り
無
相

智
に

入
る

が

故
に
」

、

そ
し
て

「

字

義
を

（

無
相
智
に

入
る
）

門
と

す
る

が

故
に
」

と

解
釈
し
、

『

大
日
經
』

で

言
わ

れ
る

「

不
可

得
」

と

は

「

智
無
所
得
」

と

い

う

こ

と

で

あ
り

、

そ
れ

は

「

般
若
」

の

こ

と
で

あ
る

と

し
て

、

『

華
嚴
經
』

と

『

大
日

經
』

を

結
び
つ

け
よ

う
と

試
み

て

い

る

の

で

あ
る

。
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（
− o＞

　

　

d
遮
那
經

中
字
義
與

此
無
殊

。

　
こ

れ
も

先
の

c
と

同
じ

く
四

十
二

字
門
解
釈
に

際
し
て

述
べ

ら

れ

て

い

る
一

文
で

あ
る

。

こ

こ

で

言
う
「

字

義
」

と

は
、

四

十
二

字
門

中
の

最
初
の

五

字
門

で

あ
る

阿
字

門
・

多
字
門
・

波
字
門
・

遮
字
門
・

娜
字
門
に

つ

い

て
の

　

　

　

　（
11）

こ

と

で

あ
る

。

つ

ま

り
、

こ

れ
ら

の

字
門
の

字

義
が

『

華

嚴
經
』

と

『

大
日

經
』

で

全
く
同
じ
だ

と

言

う
の

で

あ
る

。

　

そ

れ
で

は
、

果
た

し
て

澄

観
の

言
う
よ

う
に

両

者
は
一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
（
12）

致
す
る

も
の

な

の

で

あ
ろ

う
か

。

『

華
嚴
經
』

の

五

字
門

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
13）

と

そ
れ

に

対
応

す
る

『

大
日

經
』

の

字
門
を
つ

き
あ
わ
せ

る

と
、

次
の

よ

う
な

表
（

表
1
）

に

示

す
こ

と

が
で

き
る

。

　
『

華
嚴
經
』

と

『

大
日

經
』

の

本
文
を

直

ち
に

見
比
べ

て

み

て

も
、

各
々

が

内
容
的
に

対
応

し
て

い

る

よ

う
に
は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
（
14）

必

ず
し

も

見
え
な

い
。

し

か

し

『

華
嚴
經
疏
』

を

媒
介
に

し

て

両
者
を

見
る

と
、

そ

こ

に

連
続
性
が

生

じ

て

く

る
。

つ

ま

り
、

澄
観
は

相

当
に

両

者
の

会
通
に

努
め

た
と

い

う

こ

と

に

な
ろ

う
。

し
か

し

「

者
字
」

及
び

「

娜
字
」

に
つ

い

て

は
、

『

華

嚴

經
疏
』

を

睨
み

な

が

ら

両

者
を

対

比

し

樺 嚴經』 『華嚴經疏』 『大日經』

唱阿字時 、 入般若
一

阿者是無生義 。 以無生 之理 、 統該萬法故 。 阿字 門
一

切 諸 法

波羅蜜門名以菩薩 經云、無差別境而菩薩得此無生 。 則能達諸 本不生故 。

威力入無差別境界 法空斷
一

切障、故云威力 。

唱多字時、入 般若 二 多者 【中略】毘盧遮那經釋多云如如解脱、 多字 門
一

切 諸 法

波羅蜜門名無邊差 金剛頂云如如不可得故 、 謂如即無邊差別故 、 如如不可 得故。

別門 如不可得 。

唱波字時 、 入般若 三 波者、五 字經云 、亦無第
一

義諦 、 諸法平 波 字 門
一

切 諸 法

波羅蜜門 名普照法 等 。 謂 眞俗雙亡是 眞法界 。 諸法皆等即是普 第
一

義 諦 不 可 得

界 照 。 故 。

唱者字時 、 入般若 四 者者 、 諸法無有諸行。 謂諸行既空故 、 遍 遮 字 門
一

切諸 法

波羅蜜門名普輪斷 摧差別 。 離一切遷變故。

差別

唱 那字時 、 入般 若 五那者、諸法無有性相、言説文字皆不可 得 。 娜 字 門
一

切 諸 法

波羅蜜門 名得無依 謂性相雙亡故無所依 。 能所詮亡是 謂無上 。 施不可 得故 。

無上

表 1

122

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

て

も
、

明
瞭
に

内

容
的
一

致
を

読
み

取
る

こ

と

は

で

き
な
い

。

そ
こ

で

『

大
日

經

疏
』

を

参

照

す
る

と
、

そ
こ

で

は

「

遮

字
」

に
つ

い

て

「

遮

字
門
一

切
諸
法
離
一

切
遷
變
故

。

梵
云
遮

廈
（

二

合）

底

即
是

遷

變
義

。

又

梵
音
遮

喇

耶
是

諸
行
義

。

如
見
遮

　
　
　
　
　
　
　
　

（
15）

時
、

即

知
諸
行
遷

變
不
住

。

」

と

言
い

、

「

娜

字
」

に
つ

い

て

は

「

娜
字
門
一

切
諸
法
施
不
可

得
故
者

。

梵
云

檀
那
是

捨
施
義

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16）

若
見
娜

字
、

即
知
一

切
諸

法
皆
是
可

捨
相

。

」

と

言
っ

て

お

り、

『

大
日

經
疏
』

は

『

華
嚴
經

疏
』

と

『

大

日

經
』

の

間
に

存
し

た

隔
た

り
を

解
消
す
る
こ

と

が

で

き
る

。

こ

の

こ

と

か
ら

、

ま
た

下
の

如
く

『

大
日

經
疏
』

か
ら

の

引
用
が

な

さ
れ

て

い

る
こ

と

か

ら
も
明
か

な
よ

う
に

、

『

大
日

經
疏
』

に

即
し
て

『

大
日
經
』

を

理

解
し
よ

う
と

す
る

姿
が

そ
こ

よ

り
看
取
さ
れ
る
の

で

あ

る
。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

澄観 と密教 （遠藤）

　
B

『

大
毘
盧
遮
那
成
佛
神
變
加
持

經
疏
』

の

用
例

　
『

大

日
經
疏
』

の

引
用

例
は
以

下
の

二

つ

が

見
い

だ
さ

れ
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
（
17）

　
　
a

今
云
多
者

、

毘
盧
遮
那
經
釋
多
云
如
如

解
脱

。

　
こ

れ
は

四

十
二

字
門
中
の

多
字
に

関
す
る

解

釈
で

あ
る

。

「

毘
盧

遮
那
經
釋

多
云

如
如

解
脱

。

」

の
一

文
は

、

「

毘
盧
遮
那

經
は

多
を

釋
し
て

如
如
解
脱
と

云
へ

り
」

と

読
む
べ

き
か

、

「

毘
盧
遮
那

經
釋
で

は

多
を

如
如

解
脱
と

云
へ

り
」

と

読
む
べ

き
か
は
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
18）

き
り
し
な
い

。

『

大
日

經
』

の

本
文
で

は

「

多
字
門
一

切

諸
法
如
如

不
可

得
故
」

と

言

う
の

み

で

「

如
如
解
脱
」

と
は

言
っ

て

お

ら

ず
、

そ

れ
に

対
し
て

『

大
日

經
疏
』

で

は

「

多
字
是
一

切
法
如
如
解
脱
不
可

得
義

。

」

と

言
い

、

こ

の

こ

と

か
ら

「

毘
盧
遮

那

經
釋
」

を
一

語
と
し
て

、

『

大
日

經
疏
』

を

指
示
し
て

い

る

も
の

と

理

解
す
る

の

が

宜
し
い

よ

う
で

あ
る

。

　
こ

の

多
字
の

解
釈
の

内
容
に
つ

い

て

は
、

前

掲
の

表
1
を

参
照
さ
れ

た

い
。

　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

b
是

遍
一

切
處

法
門

。

謂

菩
薩
若
住
此
字
輪

法
門

、

始
從
初
發
妙
菩
提

心
乃
至

成
佛

、

於
是
中
間
所
有
一

切
自
利
利
他
種
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種
事
業
、

皆
得
成
就

。

如
是
初
阿
（

上
）

字
即
是
菩
提
之
心

。

若

觀
此

字
而

與
相
應

、

即
同
毘

盧
遮

那
法
身
之
體

。

謂

　
　
　

此
阿
（

上
V

字
輪

、

猶
如
孔
雀
尾
輪

光
明

圍
繞

。

行
者
而
住
其
中

、

即
是

住
於
佛
位

。

又

阿
（

平

聲
長
呼
）

娑
囀
三

字

　
　
　

總
攝
三

部
。

阿
字
如
來
部

。

娑
字
蓮
華
部

。

囀
字
金

剛
部

。

隨
一

部
中
皆
有
五

字
。

所
謂
字
輪
者

、

從
此

輪
轉
而
生

諸

　
　
　

字
。

輪
是
生

義
。

如
從
阿

菩
提
字
即
轉
生
四

字
。

謂
一

阿
字
（

上
聲
長
呼
）

是

修
行
輪

、

既
已

發
心
必
修
諸
行

。

二

闇

　
　
　

字
是

成
菩

提

輪
、

既
修
行
已

必
證
菩

提
。

三

聴
字
是

大
寂
滅
涅
槃

輪
。

即
菩
提

所
至

。

四

惡

字
（

長
呼
）

是
方
便
輪

。

　
　
　

而

阿
字
當
中
四

字
繞
之

。

從
下
次
第
右
旋
亦
如
輪
相

。

舉
一

爲
例

、

餘
字
準
之

。

若

行
者
如
是
了

達
、

則

能
入

陀
羅
尼

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
（
19）

　
　
　

門
。

旋
轉
無
礙
故

名
字
輪
品

。

　
こ

れ

は

先
の

『

大
日
經
』

引
用
例
b
に

続
い

て

引
用
さ
れ

た
一

文
で

あ
る

。

既
に

指
摘
し
た
よ

う
に

、

『

大
日

經
』

引
用

例
b

は

寧
ろ

『

大
日

經
疏
』

か
ら

の

引
用
と
し

て

判
じ

る
べ

き
も
の

な
の

で

あ
る

が
、

『

華
嚴
經
疏
』

で

「

彼
經
云
」

と

言
っ

て

い

る

た

め
、

こ

れ
ま
で
一

応
に

『

大
日

經
』

か

ら
の

引
用
と

し

て

分
類
し
て

お
い

た
。

し
か
し

実
質
上
は

『

大
日

經
疏
』

の

文
章
と

し
て

取

り
扱
う
べ

き
も
の

で

あ
る

の

で
、

こ

こ

で

再
び

先
の

「

彼
經
云
」

以

下
の

文
を

挙
げ、

そ
れ
に

続
く

文
章
と

共
に

『

大

日
經

疏
』

か
ら

の

引

用
と

し

て

取
り
扱
う
こ

と
に

す
る

。

　

さ
て

、

上

掲
の
一

文
は

ひ

と

ま
と

ま

り
の

文
章
と

し
て

示
さ

れ
て
い

る

の

で

あ
る

が
、

『

大
日

經
疏
』

を

参
照
す
る
と

、

そ
の

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
20）

文
章
は

六
つ

の

部
分
に

分
か
れ

て

い

る
。

『

華
嚴
經
疏
』

の

引
用
と

『

大
日

經
疏
』

本
文
を

対
応
さ
せ

る

と
、

以

下
の

よ

う
な

表

（

表
2

）

に

示
す
こ

と

が

で

き
る

。

　

表
2
の

如
く

『

華
嚴
經
疏
』

と

『

大
日

經
疏
』

を

対
比

し
て

み

る

と
、

b1

〜

b4

及
び

b6

に

つ

い

て

は
、

文
章
に

多
少

手
が

加
わ
っ

て

い

る

も
の

の
、

ほ
ぼ

正

確
に

引
用

さ
れ

て
い

る

様
子
が

見
て

取
れ
る

。

但
し
b5

の

文

章
は

、

全
く

『

大
日

經

疏
』

の

本
文
に

は

見
当
た

ら
な
い

。

b5

の

前
後
は

『

大
日

經

疏
』

か

ら

の

引
用
で

あ
る

か
ら

、

恐
ら
く
は

b5

の

文
章
も

同

様
に

『

大

日
經

疏
』

か
ら

の

引

用
と
い

う
体
裁
を

意
図
的
に

取
っ

た
一

文
の

よ

う
に

も

見
え
る

。

し
か

し
澄

観
が

『

大
日

經
疏
』
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表 2

『華嚴經疏』 『大日經疏』

b1 是遍
一

切處法門 。 謂菩薩若住此 字輪法

門 、 始從初發妙菩提心乃至成佛、於是

中間所有
一

切 自利利他種種事業 、 皆得

成就 。

是遍一切處法 門也 。 菩薩若住此字輪法

門 者、始從發妙菩提心乃 至成佛、於是

中間所有
一

切 自利 利他種種事業 、 由入

此法門故、一切皆得成就 。

b2 如是初 阿（上 ）字即是 菩提之心 。 若觀此

字而與 相應、即 同毘 盧遮 那 法身之體 。

謂 此阿（上 ）字輪 、 猶如孔雀尾輪光明圍

繞。 行者而住其中 、 即是住於佛位。

最初阿字即是 菩提之心 。 若觀此字而與

相應 、 即是 同於 毘 盧遮那法 身之體也 。

謂觀此阿字之輪 、 猶如孔 雀尾輪光明圍

繞 。 行者而住其中、即是住於佛位也（更

問）

b3 又阿（平 聲長呼 ）娑囀三 字總攝三 部 。 阿

字如來部 。 娑字蓮華部 。 囀 字金 剛 部。

隨
一

部中皆有五 字 。

謂阿字娑字囀 字 。 即此三 字顯三部義也 。

阿字是如來部 。 娑字是蓮華部 。 囎 字是

金剛部 。 毎三 部隨五 字輪而轉。

b4 所謂字輪者 、 從此輪轉而生諸字 。 輪是

生 義 。 如從阿菩提字即 轉生四字 。 謂
一

阿字（上 聲長呼）是修行 輪、既 巳發心必

修諸行 。 二 闇字是成菩提輪 、 既修行已

必 證菩提 。 三 噫郷字是大寂滅涅槃輪 。

即菩提所至 。 四惡字（長呼）是方便輪 。

所謂 字輪者、從此 輪轉而 生諸字也 。 輪

是生義。 如從阿字
一

字即來生四 字 。 謂

阿是菩提心 。 阿（長）是行 。 暗是 成菩提 。

驃是大寂涅槃。 噫（長）是方便 。

b5 而阿字當中四字繞之 。 從下 次第右旋亦

如輪相 。 舉
一

爲例 、 餘字準之 。

記載な し

b6 若行者如是了達 、 則能入陀羅尼 門 。 旋

轉無礙故名字輪品。

若行者如是了達 、 即 能入
一

切陀羅尼義。

旋轉無礙 、 故名爲 字輪也

の

文
章
を

捏

造
す
る

メ

リ
ッ

ト
も

取
り
立

て

て

見
当

た

ら

な
い

し
、

或
い

は

澄
観
が

註

釈
的
に

挿
入

し

た

も
の

と

見
做

す
の

が

宜
し
い

の

だ

ろ

う
。

　
b5

は

阿

字
よ

り
阿

（

長

声
）

字
・

暗
字
・

應

字
・

悪
字
（

長
呼
）

が

生

じ

る

様
子

、

所
謂
五

転
阿
字

に

つ

い

て

述
べ

た

も
の

で

あ
る

。

b5

の

説
に

よ

れ
ば

、

阿
字
が

中

心
に

在
り

、

そ
の

下
か

ら

順

に

阿

（

長

声）

字
・

暗
字
・

驃
字
・

惡

字

（

長
呼
）

が

右
回
り
に

九

十

度
間

隔

で

阿

字
を

取
り
巻
く
よ

う
に

配

列

す
る

と

し

て
い

る
。

『

大
日

經
疏
』

で

は

単
に

「

阿

字
一

字
即
來
生

四

字
」

と

言
う
の

み

で
、

そ

れ

ぞ

れ

の

文
字
が

何
処

に

配

置
さ

れ

る
べ

き
か

明
示
し

て

お

ら

ず
、

澄
観
の
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言
う
b5

は

『

大
日

經
疏
』

よ

り
一

歩
踏
み

込
ん

だ

内
容
と

な
っ

て
い

る
。

　

と
こ

ろ

で
、

こ

の

五

転
阿

字
の

具
体
的
な

配
列
は

『

秘

藏
記
』

に

初
出
す
る

と

言
わ
れ

て

い

る
。

　
『

祕
藏
記
』

は

古
来
よ

り
そ
の

作
者
に
つ

い

て

議
論
が

有
る

。

例
え

ば

呆
宝
の

『

秘
藏

記
私
本
鈔
』

な
ど

を

参
照
し

て

み

る

と
、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　（
21∀

「

深

賢
法
印
鈔
云

、

此
書
作

者
有
兩
説

。

一

不
空
説
慧
果
記

。

云

々
。

一

慧
果
説
大
師
記

。

云
々

。

」

と

述
べ

、

『

祕
藏
記
』

の

作

者
に

関
し

て
二

説
を
挙
げ
て
い

る
。

一

つ

に

は

不
空
が

口

述

し
て

恵
果
が

記
録
し
た

と

す
る

説
、

二

つ

に

は

恵
果
が

口

述

し
て

空

海
が

記
録
し

た
と

す
る

説
で

あ
る

。

呆
宝

は

文
証
と

理

証
と
い

う
二

つ

の

観
点
か
ら

考
察
を

す
す
め

、

最

終
的
に

前
者
の

説

を

退
け
て

い

る
。

東
密
で

は

こ

の

後

者
の

説
が

伝
統

的
に

支

持
さ

れ
た

の

で

あ
る

が
、

そ

れ

に

対
し
て

台
密
で

は

不
空
の

口

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

曼）

説
．

恵
果
の

記
と

さ
れ

て

い

た
よ

う
で

あ
る

。

何
れ

に

せ

よ
、

伝
統
的
に

は

『

祕
藏
記
』

は

某
か
の

密
教
の

祖
師
の

手
に

な
る

書
で

あ
る
と

の

解
釈
が

取
ら
れ

て

き
た
と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

し
か

し
、

明
治
時
代
に

な

る
と

、

加
藤
精
神
氏
に
よ

り
こ

の

伝

統
的
な

説
に

対
す
る

疑

義
が

呈

さ
れ

、

ま
た

大
村
西
涯
氏
は

『

密
教

発
達
志
』

に

て
、

『

祕
藏

記
』

は

大

唐
青
竜

寺
義
操
阿
闍
梨

付
法
の

弟
子
・

文

秘
の

作
で

あ
る

と

判
じ
る

な
ど

、

伝
統
的
な

説
に

対
し
て

否
定
的
な

見
解
が

示
さ

れ
た

。

今
日
も

複
数
の

学

者
に

よ

り
、

そ
の

成
立
に

関
し
て

考
察
が

な

さ
れ

て

お

り
、

従
来
の

伝
統
的
な

説
は

完
全

に

否
定
さ

れ

た
。

し

か
し

、

そ
の

作

者
に
つ

い

て

は

未
だ

に

特
定
さ
れ

て

お
ら

ず
、

成
立
年
代
に
つ

い

て

も
議
論
が

有
る

。

一

つ

に

は

九
八

七

年
以

後
次
第
に

増
広

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
23）

さ
れ
た
と
い

う
説
（

向
井
隆
健
説
V

、

二

つ

に

は

八

七

八

年
か

ら
八

九

八

年
、

下
が
っ

て

も
九
一

〇

年
の

成
立

と

す
る

説
（

大
沢

　

　（
24）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
25）

聖
寛
説
）

、

三

つ

に
は

お
お

よ

そ
九
〇

〇

年
こ

ろ

の

成
立
と

す
る

説
（

甲
田
宥
吽
説
）

、

四
つ

に

は

八

三

九

年
か

ら
九

〇

六

年
の

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
26）

問
の

成
立
と

す
る

説
（

米
田
弘
仁
説）

が

有
り
、

一

定
し

て
い

な
い

。

筆
者
は

『

祕

藏
記
』

の

成
立
に

関
し
て

言
及

す
る

立

場

に

無
く

、

何
れ
の

説
を

積
極
的
に

支
持
す
べ

き
か

、

甚
だ

明
瞭
で

は

な
い

の

で

あ
る

が
、

こ

れ
ま
で

の

諸

氏
の

研
究
の

成
果
を

踏
ま

え
る
な

ら
ば

、

『

祕
藏
記
』

は

既
に

八

〇
〇

年
代
後
半
に

は

日
本
に

存
在
し

た

可
能
性
が

濃
厚
で

あ
る
と
の

予

測
に

立
つ

こ

と
が
で

き
よ

う
。
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東
盃ah

arp 南北 arphaham

　
　

　

的
西

図

一
a

　

図

　
『

祕
藏
記
』

は

こ

の

よ

う
に

極
め

て

出

自
の

怪
し
い

典
籍
な
の

で

あ
る
が

、

本

論
の

テ

ー
マ

に

於
て

非
常
に

興
味
を

惹
か

れ
る

の

は
、

五

転
阿

字
の

配
列
は

『

秘
藏
記
』

に

初
出

す
る
と

言
わ

れ
、

且
つ

澄

観
の

言

う
配
列
に

類
似
し
て
い

る

た
め
で

あ
る

。

　

澄

観
の

言
に

従

え
ば

、

五

転
阿
字
の

配

列
は

図
1
の

如
く
な
る

。

　
一

方
、

『

祕
藏
記
』

に

示
さ
れ

た

五
転

阿
字
の

配
列
は

図
2
の

如
く
で

あ
る

。

　

両
図
を

子
細
に

見

比
べ

て

み

る

と
、

そ
の

相
似

性
は

明
か
で

あ
る

が
、

同

時
に

、

二

つ

の

相
違
点
を

指
摘
し

て

お
か
ね
ば

な
る

ま
い

。

　

先
ず
第
一

に

は
、

五

転
阿

字
の

内
の

第
五
の

文
字
が

相
違
し

て

い

る

点
で

あ
る

。

『

華

嚴
經
疏
』

に

示

さ
れ
た
五

字
は

『

大
日

經
疏
』

に

由

来
す
る

も
の

で

あ

り
、

そ
の

典
拠
は

明
ら
か
で

あ
る

。

し

か
し

『

祕
藏
記
』

の

第
五

の

文
字

、

帥

ぢ
ケ

は

何
れ
に

由

来
す
る

も
の

で

あ
る

か

は
っ

き
り
し

な
い

。

杲
宝
は

「

疏
第
十
四

云
、

又
此

阿

有
五

種
、

阿
、

阿
（

長
）

、

暗
、

惡
、

惡

（

長
）

。

前
者

檀
法
中

心
是
大
日

如
來

、

即

同
此

中
阿

字
。

今
從
阿

字
而
更

生
四

字
、

即
是
大
慈
胎
藏

之

葉
也

。

其
驃
（

長
聲
）

字
一

字

是
方

便
輪

。

所
以

中

無
也

。

　

　

　
　

　

　
（
27）

此
是

釋
迦
佛
輪
也

。

」

と

言
い

、

そ
の

根
拠
を
『

大
日

經
疏
』

に

求
め
て

お

り
、

『

大
日
經

疏
』

か

ら
の

引
用
で

あ
る

「

其

噫
（

長
聲
）

字
一

字
是

方
便
輪

。

」

は

第
五

の

文
字
を

指
し

て
い

る
の

で

あ
ろ

う
が

、

こ

れ

は

必
ず
し

も
卿

信
ザ

に

対
応
し
て
い

な
い

。

そ

れ
に

も
か
か

わ

ら

ず
、

呆
宝
が

『

大
日

經
疏
』

に

根
拠
を

求
め
た

と
い

う
こ

と
は

、

そ
れ

以

外
に

求
め

よ

う
も
な

か
っ

た
と

い

う
状
況
を

示

唆
し
て

い

る
。

『

祕
藏

記
』

の

五

転

阿

字
に

完
全

に

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
27

一

致
す
る

儀
軌
類
は

見
当
た
ら

な
い

よ

う
で

あ
る

し
、

五

字
の

う
ち
四

字
は

共
通
し

、

且

　
−
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ah
西

的
東・
a

aharpヒ

プ．攣

南北

一
a　

　

　
ヨ

一
a

東
　

　

　

図

曲

西

つ

阿
字
よ

り
四

字
を

出
生

す
る

と
い

う

構
造
を

共
に

有
し

て

い

る

わ
け
で

あ
る

か

ら
、

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
28

こ

こ

で

は
、

『

祕
藏

記
』

の

五

転
阿

字
は

基
本
的
に

は

『

大
日

經
疏
』

に

由
来
し

、

第
　
−

五

字
の
倒
ケ

が
飾

ぢ
ケ

に

改
変
さ
れ

た

も
の

と
し

て
一

応
に

見

做
し
て

お
い

た

と

し

て

も

齟
齬
は

無
い

よ

う
に

思
わ

れ
る

。

　

第
二

に

は
、

両

者
の

四

字
の

配

列
が

相
違
し

て
い

る

点
で

あ

る
。

し
か

し
、

澄

観

の

示

す
五

転
阿
字
で

は

下

方
よ

り

右
回
り
に

四

字
が

配

列
さ
れ

、

『

祕
藏
記
』

の

そ

れ

は

上

方
よ

り
右
回
り

に

配

列
さ

れ

て

お

り
、

両

者
は

起
点
に

差

異
が

あ

る

も
の

の
、

右
回

り
と

い

う
点
に

於
て

共
通

し
て

い

る
。

ま
た

『

祕

藏

記
』

で

は

方
角
が

示
さ
れ

て

お

り
、

こ

の

方
位
取
り
を

金

剛
界
曼
荼
羅
の

方
位

取
り
に

乗
っ

取
っ

て

変
換
す
る

と
、

図
3
の

よ

う
に

な

り
、

澄

観
の

言
う
五

転
阿

字
と

極
め
て

類
似
し
た

形
が
顕

れ
る

。

　

お

お
よ

そ

両

者
の

相
違

点
を
二

点
ば

か

り
指
摘
し

て

み

た

が
、

そ
れ

は

必

ず
し

も

両

者
を

異
質
な
る

も
の

と

判
断
す
べ

き
根
拠
と

は

な

り
え

ず
、

寧
ろ

両

者
は

極
め

て

類
似
し

た

も
の

と

見
る

の

が

適
当
と

の

結
論
に
至
る

の

で

あ
る

。

　

さ
て

、

先
に

も
既
に

述
べ

た
が

、

こ

の

五

転
阿
字
は

『

大
日

經
疏
』

に

基
づ

く
も

の

で

あ
る

に

せ

よ
、

そ
こ

で

は

た

だ

阿

字
よ

り
四

字
が

出
生

す
る

と

言

う
だ

け
で

、

そ
の

配

列
に
つ

い

て

は

全

く
言
及
し

て

お

ら

ず
、

配
列
に

関

し

て

は

そ
の

根
拠

を

『

大
日
經

疏
』

に

求
め

ら

れ
な
い

。

そ

れ

で

は
、

澄

観
が

五

転
阿

字
の

配

列
を

明
確
に

示
し

て

い

る

と

い

う
こ

と
を
ど

の

よ

う
に
理

解
す
べ

き
で

あ
ろ

う
か

。

　
『

祕

藏
記
』

に

典
拠

不

明
な
五

転
阿
字
の

配

列
が

示
さ
れ

て

い

る
こ

と
か

ら
、

密
教

N 工工
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で

は

五

転
阿

字
の

配

列
を

確
定
し
よ

う
と
い

う
動

向
を

窺
う
こ

と

が

で

き
る

わ

け
で

あ
る

が
、

仮
に

澄

観
が

そ
の

配

列
を

創
作

し
た

と

考
え
た

と

し

て

も
、

彼
の

行

為
は

相
当
に

密

教
的
で

あ
る

と

言
わ
ね

ば

な
る

ま
い

。

し

か
し

、

澄

観
が

殊
更
に

五

転
阿

字
の

配
列
を

創
作
せ

ね
ば

な
ら

な
い

よ

う
な

状

況
は

『

華
嚴
經

疏
』

か
ら

は

読
み

取
る
こ

と

は

で

き
ず

、

澄
観
の

全

く
の

創

作

で

あ
る

と

は

考
え
に

く
い

。

恐
ら
く
は

、

当
時
既
に

五

転
阿
字
の

配

列
に

関
し
て

＝
疋

の

解
釈
が

存
在
し
、

澄
観
は

そ
れ

を

聞

知
し

て

い

た

と

言
う
の

が

適

当
で

あ
ろ

う
。

ま
た

、

『

祕
藏
記
』

の

五

転
阿

字
の

配

列
と

親
し

く
土
ハ

通
す
る

点
を

有
す
る

と

い

う

こ

と

で

あ

れ
ば

、

両

者
の

配

列
法
は

同
質
の

流

れ
の

上
に

在
る

と

言
え

、

時
代
的
に

先
行
す
る

『

華
嚴
經

疏
』

に

記

録
さ
れ

た

五

転

阿
字
が

雛
形
と

な
り

、

そ
の

後
改
変
を

経
つ

つ

『

祕
藏
記
』

に

伝
承
さ
れ

た

過

程
が

想
起
さ

れ

る
の

で

あ
る

。

　

こ

の

よ

う
に

見
て

く
る

と
、

澄

観
は

単
に

文
献
か

ら
の

情
報
だ

け
に

依
拠
し
て
い

る
と
は

言
え
な

く
な
る

。

ま
た

『

祕
藏
記
』

は

口

伝
の

類
の

集
成
と
い

う
性

格
を
有
し

て
い

る
と

す
る
な
ら

ば
、

澄
観
は

相
当
に

深
く

密
教
と

関
わ
っ

て

い

た

の

で

は

な
い

か

と

の

予
想
が
つ

く
の

で

あ
る

。

N 工工
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以

上
が

所
謂

善
無
畏

系
の

密
教
か

ら
の

引
用
で

あ
る

。

し

か
し

、

五

転
阿
字
の

配

置
が

金

剛
界
立
て

で

見
る

に

『

秘
藏
記
』

の

そ
れ

と
一

致
し
て
い

る

点
を

鑑
み

る

な

ら
、

そ

れ
は

純
粋
な

善
無
畏
系
の

密
教
と
い

う
こ

と

で

は

な

く
、

あ
る

程
度

不
空

系

の

影
響
下
に

あ
る

そ
れ
と

見
る

必
要
が
あ
る

か
も
し

れ
な
い

。

澄観 と密教 （遠藤）

C
『

金
剛
頂

瑜
伽
理
趣
般
若

經
』

の

用
例

『

金
剛

頂
瑜
伽
理

趣
般
若
經
』

の

引
用
は

以

下
の

箇
所
に

見
い

だ

さ
れ
る

。

　

此
中
諸
會
不

出
文
殊
普
賢

。

略
有
二

門
。

一

相
對

明
表

。

二

互

融
顯
圓

。

今
初

、

略
明
三

謝
伽）
一

以

能
所
相
對

。

　

所
依
法
界

。

即
在

纒
如
來
藏
故

。

理

趣
般
若
云

、

一

切

衆
生
皆
如
來

藏
。

普

賢
菩
薩
自
體

遍
故

。

普
賢

表
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入

法
界
品
の

末
会
を
概

説
し
て

い

る

箇
所
に

於
て

、

澄
観
は

「

二

位
統
収
」

と
い

う
項
を

設
け

、

末
会
中
の

諸
会
は

文
殊
と

普
賢
に

よ

り
収
め

尽

く
さ
れ

る
と

し
て

い

る
。

彼
は

、

一

つ

に

両
尊
は

相

対
す
る

と
い

う

観
点
か

ら
、

二

つ

に

両
尊
は

円

融
す

る

と
い

う
観
点
か

ら
、

両

者
の

象
徴
す
る
内

容
を
説
き
明
か
し

、

諸
会
が

文
殊
と

普
賢
に

よ

り

尽
く
さ

れ
る

所
以
を

明
ら
か
に

し

て
い

る
。

前
者
の

観
点
は

更
に

能
所
相
対
・

解
行
相
対
・

理

智
相
対
の

三
つ

の

相
対
関

係
か
ら

論
じ

ら
れ

て

お

り
、

上

掲
の

文
は

、

そ
の

内
の

能

所
相
対
に

関
し
て

述
べ

て
い

る

箇
所
に

相
当
す
る

。

　

澄
観
の

言
に

よ

れ
ば

、

普
賢
と

文
殊
は

そ

れ

ぞ

れ

所
依
の

法
界
（

在
纏
如
来
蔵
）

と

能

信
の

心
、

所
起
の

万
行
と

能
起
の

解
、

所
証
の

法
界
と

能

証
の

大
智
を

象
徴
し
て

い

る

と

い

う
こ

と

で

あ
り

、

こ

れ
に

よ

り
入
法
界
品

末
会
に

示
さ

れ
る

行
位
を

網
羅

す
る
こ

と

が
で

き
る

の

で

あ
る

。

こ

れ
に

類
似
し
た

考
え

方
は

法
蔵
に

も

見
ら

れ

る

が
、

例
え

ば

『

探
玄
記
』

で

「

第
三

衆
中

亦
三

。

謂
一

菩
薩

、

二

聲
聞

、

三

諸
天
王

。

初
菩
薩
中
亦
三

。

謂
一

擧
數

、

二

列
名

、

三

歎
徳

。

名
中

先
標
上

首
二

人
。

以

其

是

助
化
主
故

。

釋
有
三

義
。

一

普
賢
當
法
界
門

、

是

所
入
也

。

文
殊
當
般

若
門

、

是
能

入
也

。

表
其
入

法
界
故

。

二

普
賢
三

昧

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　（
29）

自
在

、

文
殊
般

若
自
在

。

三

普
賢
明
蹟
大
之

義
、

文
殊
明
甚
深
之

義
。

深
廣
一

對
故
標
上

首
凶

と

言
い

、

ま
た

「

五

攝
二

位
者

、

此
五

十
五

會
二

主

統
收

。

初

文
殊
至

後
文
殊

、

是
文

殊
位

屬
般

若
門

。

後

普
賢
一

位

屬
法
界
門

。

非
般

若
無
以

入

法
界

、

是

故

善
財

創
見
於
文

珠
非
入

法
界
無
以

顯

磐
・

是

故
善
財

終
見
於
普

煢
是

故
二

人

寄
二

位
以

明
入

法
驅

・

」

と

言
い

・

澄

観
と

同
じ

く
普
賢
と

文
殊
を

理

と

智
に

配

当
し

て

い

る

こ

と

が

確
認
さ

れ

る

が
、

法
蔵
は

四
十
二

位
を

文
殊
位
か
ら

普
賢
位
へ

の

移

行
と

し
て

し
か

捉
え
て

お
ら

ず
、

四

十
二

位
全
体
に

亘

り
各
々

普

賢
と

文
殊
を

相
対

さ
せ

よ

う
と

す
る

澄

観
と
は

大

き
く
異
な

・

て
い

る
。

「

宋
高
僧
傳
』

澄

観
伝
で

は

「

文

殊
王

智
並

暈
王

理

二

聖

合
爲
毘
盧
遮

那

萬
行

蠡
即
是

華
嚴
之
義
睡
」

と

い

う
澄

観
の

思
想
が

紹

介
さ
れ
て

お

り
、

ま
た

彼
自

身
『

三

聖
圓

融

觀
』

な

る

書
を

著
し

て

い

る

こ

と

か

ら
、

普

賢
・

文
殊
・

毘

盧

遮

那
の

三

尊
に

よ

り

『

華
嚴
經
』

を

捉
え
よ

う
と

す
る

態
度
が

窺

え
、

彼
が

法
蔵
に

基
づ

き
つ

つ

も
、

そ
の

内
容
が

大
き
く

相
違
す
る

所
以
は

、

彼
の

こ

の

よ

う
な

理
解
に

由
来

す
る

も
の

と

考
え

ら
れ

る
。
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以
上
の

よ

う
に

考
え
て

み

る

と
、

上

掲
の

箇
所
は

澄

観
に

独
自
な

思

想
を

披
歴

し
た

部
分
で

あ

り
、

且
つ

そ
れ
は

彼
の

思
想

に

と
っ

て

中

核
的

位
置
に

在
り

、

そ
の

よ

う
な

場

面
に

於
て

彼
は

積
極
的
に

密

教
典

籍
を

経
証
と

し
て

取
り
上
げ
た
と

い

う
こ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　（
32）

と

に

な
る

。

『

金

剛

頂
瑜

伽
理

趣
般
若
經
』

本
文
で

は

＝

切

有
情
即
是
如
來

藏
。

普
賢

菩
薩
性

遍
故

。

」

と

あ
り

、

ほ
ぼ

正

確

に

引
用
が

な
さ
れ

て

い

る

が
、

極
め
て

短
く

引
用
さ
れ

て

い

る

点
を

鑑
み

れ
ば

、

『

金

剛
頂

瑜
伽
理

趣
般

若
經
』

の

思

想
の

援
用

ま
で

を

考
え
て

い

た
か

は

疑
わ

し

く
、

自
説
に

と
っ

て

都
合
の

良
い

部
分
だ

け
を

示
し
て

い

る
よ

う
に

も
思
わ
れ

る
。

し

か
し

、

彼
と

密
教
の

関
わ

り
を

考
え
る

上

で

は
、

彼
が

『

金

剛

頂
瑜
伽

理
趣

般
若

經
』

を

披
見
し

、

そ

れ

が

経
証
に

堪
え

う
る

も
の

と

認
め

、

自
ら
の

思

想
に
と
っ

て

重
要
な

箇
所
に

於
て

肯
定
的
に

引
用
し
て
い

る

点
は
重

視
せ

ね
ば
な

ら
な
い

だ

ろ

う
。
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澄 観 と密教 （遠藤）

　
D

『

瑜
伽
金
剛

頂
經

釋
字
母
品
』

の

用
例

　
『

瑜

伽
金
剛
頂
經
釋
字
母
品
』

の

引
用
は

以
下
の

箇

所
に

見
い

だ

さ
れ
る

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

（
33）

　

　

今
云
多
者、

毘
盧
遮

那
經
釋
多
云
、

如

如
解
脱

。

金
剛

頂
云

、

如
如
不
可

得
故

。

謂
如

即
無
邊
差
別
故

、

如
不
可

得
。

　
こ

れ

は

先
の

「

大
日
經

疏
』

引
用

例
A
と

同
じ

箇
所
で

あ
る

。

こ

こ

も
先
と

同
じ

く
極
め
て

短
い

文
章
が

引
用
さ
れ

て

お

り
、

そ
の

内
容
も

「

多
字
」

に

関
す
る
こ

と
に

限

定
さ
れ

て

い

る

た
め

、

内
容

的
に

問
題
な
か

ろ

う
。

具

体
的
な

「

多
字
」

の

内
容

に
つ

い

て

は

表
1
を

参
照
さ

れ
た
い

。

　
こ

こ

で

は

『

大
日

經
疏
』

の

説
に

続
け
て

「

金
剛
頂
云
」

と

述
べ

、

二

説
を

並
記
し
て

い

る
。

こ

の

「

金

剛

頂
」

は

金

剛

頂

系
の

経
典
群
全

般
を

を

指
し

う
る
も
の

と

せ

ね
ば

な

ら
な
い

が
、

当
該
の

文
章
は

『

瑜
伽
金

剛

頂
經
釋
字
母
品
』

に

し
か

見
当

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
34）

た

ら

ず
、

そ
の

本
文
で

は

「

多
（

上
）

字

門
一

切

法
如
如

不
可

得
故
」

と

あ
り

、

両

者
は

完
全
に
一

致
し
て

い

る

た

め
、

そ

れ

を

指
示
し
て
い

る
も
の

と

特
定
で

き
る

。
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E

噛

金
剛
頂
超
勝
三

界

經
説
文
殊
五

字
鬣
雷

勝
相
』

の

用
例

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　

32

　
『

金

剛
頂
超
勝
三

界
經
説
文
殊
五

字
眞
言
勝
相
』

の

引
用

例
と
し

て

は
以

下
の

三

箇
所
を

挙
げ
る
こ

と
が

で

き
る

。

　
　
　
　
　

−

　
　
a

列
有
四

十
二

門
。

皆
言

般
若
波
羅
蜜

門
者

、

從
字

入
於
無
相
智
故

、

字

義
爲
門

故
。

毘
盧
遮

那
經

中
皆
言
不
可

得
。

智

　
　

　
無
所

得
即
般
若

故
。

又

文
殊
五
字
經
去

、

變
梼
此
陀
羅
尼

、

即
入
一

切
法
平

等
、

速

得
成
就

摩
訶

般
若
、

纔
誦
一

逓

如

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

（
35）

　
　

　
持
一

切
八

萬
四

千

修
多
羅
藏

。

　
こ

れ

は
、

先
の

『

大
日

經
』

引
用
例
c
と

同
じ

箇
所
の
一

文
で

あ
る

。

　
『

華
嚴
經
疏
隔

で

は

「

又
文
殊
五

字
經
云
」

以
下
に

て

『

金

剛
頂
超
勝
三

界

經
説
文
殊
五

字
翼
詈
勝

相
』

か
ら
の

引
嗣
が

な

さ

れ
て

い

る

わ

け
で

あ
る
が

、

そ
れ
は

『

金

剛
頂
超
勝
三

界
經
説
文
殊
五

字
眞
言
勝

相
』

本
文
の

「

若

善
男
子

善
女
人

、

有

能
持

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
ハ
36
＞

此

眞
言

、

纔
誦
一

遍
、

即
入
如
來
一

切

法
平

等
、

一

切
文
字

亦
皆
平
等

、

速
得
成
就

摩
訶
般

若
。

」

と

「

若
入
纔
誦
一

遍
、

如

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
ハ
37）

誦
八

萬
四

千
十
二

圏

陀
藏
經

。

」

と
い

っ

た

異
な
る

箇
所
の

文
章
を
一

つ

に

ま
と

め
た

形
に

な
っ

て

い

る
。

　
『

金

剛
頂
超

勝
三

界

經
説

文
殊
五

字
眞

言
勝

相
』

の

場
合
、

「

此

眞
言
」

が

「

阿
鑼

跛
左
曩
」

を

指
し
て

い

る

こ

と
は

明
か
で

あ
る

。

こ

の

意
味
か

ら

『

華
嚴
經
疏
』

の

引

用
文
で

言
う
「

此

陀
羅
尼
」

も

文
殊
五

字
真
言
を

指
す
も
の

と

考
え
ら

れ

る
。

し

か

し
、

『

華
嚴
經

疏
隔

の

当
該
の

箇
所
は

題

十
二

門
全

体
に

対
し
て

醤
及
さ
れ
て
い

る

箇
所
で

あ
り

、

猫
十
二

門
全
体
を
指
し
て

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
（
38）

「

此

陀
羅
尼
」

と

言
っ

て

い

る

可
能
性
も
有
る

。

但
し
こ

の

場
合
も
、

冒

頭
の

五

字
は

「

阿
囃

波
者
那
」

で

あ
り

、

そ
こ

に

は

文

殊
の

真
言
が

内
包
さ
れ

て

お

り
、

且
つ

そ
れ
を

指
し
て

『

金
剛

頂
超
勝
三

界
經

説
文
殊
五

字
眞
言
勝
相
』

の

言
を

仮
っ

て

陀
羅

尼
の

功
徳
を

謳
っ

て

お
れ

ば
、

四
十
二

門
を

文
殊
真
言
と

し
て

捉
え
て

い

る

の

だ

と

も
言
え

る
。

　
誦
え

る
べ

き
陀

羅
尼
が

四

十
二

門
全

体
で

あ
る

の

か
、

或
い

は

そ
の

冒
頭
の

五

文
字
に

限
ら
れ

る

の

は

明

瞭
で

は

な
い

が
、

フ
｝

の

陀

羅
尼
を

受
持
す
れ

ば
一

切
法
平
等
に

入

り
、

速
や

か

に

摩

訶
般
若
を

成
就

す
る
」

と

言
い

、

ま
た

「

纔
に
一

遍
だ

け
で

も
誦
え
る
こ

と

を

す
れ

ば
、

一

切
八

万
四

千
修
多
羅
蔵
を

持
す
る
に

等
し
い
」

と

さ

え
言
い

、

こ

の

陀
羅
尼
の

功
徳
を
こ

と
の

N 工工
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表 3

『華嚴經疏』 『金剛頂超勝三界經説文殊五 字眞言勝相』

b1 一
阻 萓是無生義。 以無生 之理 、統該萬

法故 。 經 云 。 無差別境而菩薩得此無生 、

則能達諸法空斷
一

切障。 故云威力 。

阿者是無生義 。

b2 二 　 　
｛

經 　二 膏 　
膚

　 　
噂

鉦 囃者清淨無染離塵垢 義 。

盥 塰猛 。

b3 三
’
　　 五

古

經
一
　 ノ ・ 錘 　

一
　

昌
　

≡

法坐笠。 謂眞俗雙亡 是 眞法 界。 諸法皆

等即是普照 。

跛者亦無第一義諦諸法平等義。

b4 四　　　瓢 鈕 　劃
一

。 謂諸行既空故 、

遍摧差別 。

左者 諸法無有諸行義。

b5 五　　　凱 毎 　’　　 言 量
馳
　

古

　 ・ 曩者諸法無有性相説言文字皆不可 得義 。

亘盤 。 謂性 相雙亡 故無所依 。 能所詮亡

是謂無上 。

b
一

阿

者
是
無
生
義

。

以

無
生
之

理
、

統
該
萬
法
故

。

經

　
云

、

無
差
別

境

而

菩

薩
得
此
無
生

、

則
能
達
諸

法
空

　
斷
一

切
障

。

故

云

威
力

。

一
一

多
者

、

彼
經
第
二

當
曜

字
。

是
清
淨
無
染
離

塵
垢
義

。

一一一

波

者
、

五

字

經
云

、

亦
無
第
一

義
諦

、

諸
法
平

等
。

謂

眞
俗
雙
亡

是

眞
法

界
。

諸

法
皆
等
即

是
普

照
。

四

者

者
、

諸
法
無

有
諸

徊
。

謂

諸
行
既

空

故
、

遍
摧
差
別

。

五

那

者
、

諸
法

無

有
性
相

、

言

説

文

字

皆
不

可
得

。

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
（
39）

無
所
依

。

能
所

詮
亡

是

謂
無
上

。

謂
性

相

雙
亡

故

　
　

　
　

　
　
　
塒

ほ

か

強
調
し

て

い

る
。

且
つ

そ
の

陀
羅
尼
は
一

遍
だ

け
で

も
相

当
の

功
徳
を

得
ら

れ
る

も
の

で

あ
る

と

言

う
の

で

あ
る

か

ら
、

易
行
で

あ
り
な
が

ら

功

徳
が

甚
大
と
い

う
こ

と

で

あ
り

、

こ

れ

は

極
め
て

実

践
的
な
内

容
を

示
し
て

い

る

も
の

と

言
え
る

。

そ

れ

故
、

彼
が

敢
え
て

行
っ

た

『

金

剛

頂
超
勝
三

界
經

説
文
殊
五

字
眞
言
勝
相
』

か

ら

の

引

用
は

、

実
践
を

伴
わ

な
い

空
虚
な

言

葉
だ

と
は

到

底
思
わ

れ
な
い

。

つ

ま

り
、

澄
観
の

陀
羅

尼
の

念

誦
者
と

し
て

の

姿
を

こ

こ

に

垣

間

見
る
こ

と

が
で

き
る
の

で

あ

る
。
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こ

れ

は

先
の

引
用
偶

a
に

続
い

て

示
さ
れ

る

部
分
で

あ
る

。

『

華
嚴
經
疏
』

で

は
、

四

十
二

門
の

各
文
字
に

解

釈
を

施
し
て

ゆ

く
が

、

こ

れ

は

そ
の

内
の

冒
頭
の

五

文
字
に

関
す
る

解
釈
で

あ
る

。

『

華
嚴
經
疏
』

の

引
用
と

『

金
剛

頂
超
勝
三

界
經
説
文
殊
五

字

奨
言
勝

棚
』

茶
文
と
の

対
応
を

泳
す
と

、

前
頁
の

表
3
の

よ

う
に

ま
と
め

ら
れ

る
。

　
『

華
嚴
經
疏
』

中
で

は
、

第
三

の

「

波
」

字
に
つ

い

て

の

み

『

金
鬮

頂
超
勝
三

界
經
説
文
殊
五

字
眞
言
勝
相
』

か

ら

の

引
用
で

あ
る

旨
を

示

し
て
い

る
が

、

両
者
の

文
章
を
対
比
し
て

み

る

と
、

五

字
全
て

に

対
し
て

引
用
が

な
さ
れ

て

い

る
こ

と

に

気
づ

く
。

そ
れ

は

澄
観
自
ら
の

解

釈
の

言
に

織

り
込
ま

れ
る

形
で

示
さ

れ

て

は

い

る

が
、

正

確
に

『

金

翻
頂
超

勝
三

界

經
説
文

殊
五

字
眞

言
勝

相
』

の

文
章
が

反
映
し
て
い

る
。

　

こ

こ

で

注
目

し
た
い

の

は
、

第
二

の

「

多
」

字
が

「

囃
」

字
に

読
み

替
え
ら

れ
て
い

る

点
で

あ
る

。

文
申
の

「

彼
經
」

と
は

、

次
に

検
討
す
る

『

大
方
廣
佛
華
嚴
經
入

法
界

品
四

十
二

字
觀
門
』

（

以

下

『

四

十
二

字
觀
門
』

）

の

こ

と
で

あ
り

、

『

華

嚴
經
』

の

四

十
二

門
の

冒
頭
が

「

阿
多
波
者
那
」

で

始
ま
る

の

に

対
し

、

そ

こ

で

は

「

阿
曜
跛
左

曩
」

の

五

字
よ

り

始
ま
っ

て
い

る

と

い

う
こ

と
で

あ
る

。

澄
観
は

『

華
嚴
經
』

で

第
二

字
を

「

多
」

と

す
る

の

は

誤

訳
で

あ
り

、

「

囃
」

字
と

す
べ

き
で

あ
る

と
主

張
し

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　（
40）

て

い

る

の

で

あ

る

が
、

そ
の

理

由
が

「

多
字
と

囃
字
は

字
形
が

似
て

い

て
、

そ
の

音
を

取
り
違
え
た
」

と

言
う
の

み

で

あ
る

。

こ

の

よ

う
な
理

宙
で

あ
れ
ば

、

澄
観

の
欝

う
よ

う
に

『

華
嚴
經
』

が

誤
訳
し
た
と
い

う
可
能

性
だ

け
を

捲
摘
す
べ

き
で

は

な

く
、

同

時
に

そ
れ

と

は

逆
に

『

四

十
二

字
觀

門
』

が

誤

訳

す
る

可

能
性
も

指
摘
せ

ね
ば

な

ら
な
い

筈
な
の

に
、

彼
は

『

華
嚴
經
』

で

は

な

く

『

四

十
二

字
觀
門
』

を

専
ら

信
用
し
て

い

る
。

と
な
る

と
、

翻

訳
の

信
憑

性
に

重

き
を

置
い

て

『

四

十
二

字

觀

門
』

を

選
択
し
た

と
い

う
こ

と

で

は

な

く
、

寧
ろ

「

然
初
五

字

若
準
阿

目
俵

三

藏
、

即
全

是

文
殊
眞
言

。

若
準
今
本

、

而
第
二
一

字

不

　

　
　

　

　
　

　
（
包

同
。

今
依

彼
經
釋
之

。

」

に

彼
の

本
音
を

求
め

ら

れ

そ

う
で

あ
る

。

つ

ま

り
、

彼
は

ど

う
し
て

も

四
十
二

門
に

文
殊
真
言
を

読

み

込
み

た

か
っ

た
の

で

あ
る

。

彼
の

こ

の

意
欲
が

先
の

よ

う
な
瞹
昧
な
理

由
を
か
っ

て

で

も
、

『

華
嚴
經
嘸

で

は

な
く

『

四
十
二

字
觀
門
』

に

依

拠
し

て

ゆ

く
方
向
に

向
か

わ

せ
た
の

で

あ
る

。
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c

又
云

、

以

那
字
無

性
相
故

、

者
字

無
有
諸
行

、

者

字
無

有
諸
行
故

、

跛
字
無

第
一

義
、

跛
字

無
第
一

義

故
、

囃
字
無
塵

　
　
　

垢
、

以

曜
字
無
塵
垢

義
故

、

阿
字
法
本
不
生

、

以

阿

字
法
本
不
生

故
、

那

字
無
有
性

相
。

汝
知
是

要
。

當
觀
是

心

本
來

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
（
42
）

　
　
　

清
淨
無

染
無
著

、

離
我
我
所

分
別
之

相
。

　
こ

れ
も

先
の

引
用
例
b
に

続
い

て

示
さ

れ
た

部
分
で

あ
る

。

こ

こ

で

は

文
殊
五

字
真
言
の

各
文

字
が
互

い

に

連
携
し

、

那

字

↓
者
字
↓
跛
字
↓
曜

字
↓
阿
字
と
い

う
具
合
に

理
論
的
に

連
続
し

、

そ
の

阿

字
が

再
び

那
字
に

接

続
す
る

の

だ
と

い

う
。

『

金

剛

頂
超
勝
三

界
經
説
文
殊
五

字
眞
言

勝
相
』

本
文
で

も

「

以

曩
字

無
有
性

相
故

、

左
字
無
有
諸
行

。

以
左

字
無
諸
行
故

、

跛
字
無

第
一

義
諦

。

以

跛
字
無
第
一

義
諦
故

、

囃
字
無
有
塵

垢
。

以

囃
字
無
有
塵
垢
故

、

阿

字
法
本
不
生

義
。

善
男
子

當
觀
是

心

本
來

清
淨
無
所
染

著

襲
我
所

分
別
之

樋
・

」

と
＝一
日

っ

て

お

砥

そ
の

引
用
は
ほ

ぼ

正

確
に

な
さ

れ
、

文
意
も
正
し

く
継
承
さ

れ
て

い

る
。

　
こ

こ

で

注
意
し
て

お

き
た

い

の

は
、

澄
観
の

引
用
が

単
に

五

字
の

理

論
的

連
環
の

箇
所
に

限

定
さ
れ

ず
、

続
け
て

「

汝
知
是

要
。

當
觀
是
心
本
來
清
淨

無
染
無
著

、

離

我
我
所

分
別
之
相

。

」

と

い

う
部
分
も

併
せ

て

引
用
さ
れ

て
い

る

点
で

あ
る

。

両
者
の

文
章
を
対
照
す
る

と
、

澄
観
は

経
の

「

善
男
子
」

と
い

う
語
の

代
わ

り
に

「

汝
知
是

要
」

と
い

う
語
を

挿
入
し
て

お

り
、

読
者

に

「

文
殊
五

字
真
言
の

要
を
知
れ
」

と

呼
び

か

け
て
い

る
よ

う
に

も
理

解
で

き
、

先
の

引
用

例
a
の

場
合
と

同

様
に

、

こ

の

引

用

文
に

も

密
教
の

実
践
的
な

色
彩
が

見
い

だ

さ
れ
て

く
る

の

で

あ
る

。

　
F

『

大

方

廣
佛
華
嚴

經
入
法
界
品
四

十
二

字
觀
門
』

の

用
例

『

華
嚴

簾
』

に

於

け
る

『

四

＋
二

字
觀

摩
か
ら
の

引
用
は

次
の

箇
所
に

見
い

だ

さ
れ

る
．

引

用
の

範
囲
は

諸
字
に

亘
る

た

め
、

便
宜

上

予
め

引
用

文
と

『

四

十
二

字
觀

門
』

本
文
と

を

対
応

さ
せ
て

示
す
こ

と

に

し
よ

う
。

表
に

ま
と
め

る

と

表
4
が

如
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叉字型盡苴。 訖灑 （二 合）字時、入決擇息諸業海藏般若波羅
蜜 門 。 悟

一一
切法軆 益性不 呵

’
得故 。

娑多字即 ．　
意

　　
一 ・ ’

。 惑 障爲非處 。 開

淨光明爲其處 。

娑多 （二 合上 ）字時、入摧諸煩惱清淨光明般若

波羅蜜門 。 悟
一

切法 一　　　 令 ・．　 性不可

得故 。

壊 字即鼬 性。 嬢 （輕呼上 ）字時 、 入生世間了別般若波羅蜜門 。

悟
…
切 法搬 生不 可得故 。

曷羅 多字即盤 性 。 執著爲生死境 。 義即智慧
輪。

囃他 （二 合上）字時、入逆生死輸智道場般若波

羅蜜門 。 悟．切 法盤 性不 可 得故。

婆字即亘噬 性。圓滿之言、不空譯爲道場 。 然
此婆字宜蒲餓反 。 諸本多云蒲我 。 則與 第八不殊 。

婆 （引去）字時、入
一切宮殿道場荘嚴般若波羅

蜜門 。 悟一切法聾 薹性不 可得故 。

車字即飃 覆性。 磋 （上 ）字時、入 修行加行藏蓋差別道場般若波

羅蜜門。 悟 切 法欲鑾覆性不可得故。

娑麼字即亘憶盒性。 娑麼 （二 合）字時、入現 見十方諸佛旋般若波羅
蜜 門 。 悟

一
切法亘憶盒性不 可得故 。

訶婆字即互旺己性 。 無縁召 令有縁故 。 訶囎 （二合）字時、入觀察一切衆生堪任力遍生

海藏般若波羅蜜門 。 悟一
切 法互噸 性不 可得故。

縒字即皇健性。 喀娑 （二 合う 字時、入
一

切功徳海趣入修行源底

般若波羅蜜門 。 悟
一

切法勇健性不可得故 Q

伽字即厘王笠性 。 伽 （去）字時、入持
一

切法雲堅 固海藏般若波羅
蜜門 。 悟

一
切法豐 生不可得故 。

唾字即鎹 性。 詫 （上）字時、入願往詣十方現前見一
切佛般若

波羅 蜜門 。 悟
．一・

切法麹 生不可 得故。

拏字即　
≡ 譜 嵳 忸

ノ
紐
一

・
だ

　継 　 。 謂以常觀字

輪故 。

檸 （上 ）字時、入字輸積 集倶胝 字般若波羅蜜門。
悟
一

切 法　
雪 諮 妻 蜥

1
鉦 ・

た
　珊 　不可得故 。

娑頗字即遍懣墨遐。 頗 字時、入成熟
一

切衆生 際往詣道場般 若波羅 蜜

門、悟一
切法遍灘 不 可得 故。

娑迦字即盤 蘊性 。 塞迦 （二 合 上 ）字時、入無 著無碍解脱 地藏光 明

輸普照般 若波羅 蜜門 。 悟
一

切 法盤 劃生不可得

故 。

也娑字即衰老性益1。 也娑 （上 二 合）字時、入宣 説
一

切佛法境 界般若

波羅蜜 門 。 悟
一
切法哀老性蛆不可得故 。

室者字 、 即歴塞足跡 。 謂聚 集即
一

切 衆生 。 法雷

即是足跡 。

室左 （二 合上）字時、入
一．．
切 虚空以法雲 雷震吼

普照般若波羅蜜 門。悟
．．
切 法盟 不可 得故。

侘字即盥 性。 謂無我曉之 、即爲驅迫 。 粍 （上）字時 、 入無我利益衆生究竟邊際般若波

羅蜜門 。 悟一切 法盤 迫性不可得故 。

陀字即盤 。 所謂此究竟處含藏
一

切法輪 。 然

新譯乃 是茶字 。 去聲引之 。

荼 （引）字時 、 入法輸無差別藏般若波羅蜜門 。

悟一切塑 不可得故 。

上來從娑上字來、皆上有悟一切法 、 下 有不可 得
言、今並略之 。 若具皆如瑟晩 字耳 。 其中難者已

釋 。 餘以經疏相對文並可知 。 更有對會及修觀儀

所得功徳 。 並別章具也 。
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澄観と密教 （遠藤）

表 4

『華嚴經疏』 「大方廣佛華嚴經入法界 品四十二 字観門』

六 邏字。伍 一　 比
’
　　　 惑 　　 ・

’
証 擺字時、入無垢般若波羅蜜門。

伍 一
　哨 旺

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 O

離世故無依。愛不現故無垢 。

’・　　　
’
　丶 王

・
　 。

七　
轡

　伍 一　
3 ’≡

，

’
寤
．
　 i ． w

　鉦 玉 1　 。 娜字時、入不 退轉加行般若波羅蜜 門 。 悟二二」辺法
．　

’
　　　　　 ・・　 抽i

方爲不退轉方便 。

，噺　 櫨　　　　　　1
．

。

八 嬉
山

　　・五 一七 こ…　 ’　　　　　　　 、　 壯日

。 麼字時 、 入 金剛場 般若波 羅蜜門 。 燈 ＝鯔

蟹故 。

九 　
宀

　伍 一　
」
　 軌 ．　 旦 沌

涼　 。 是普摧義 。 拏 （上 ）字時 、 入普遍輸般若波羅 蜜門 。 悟二 坦
こ　　凱 　　　　

こ主 “亠』
　　　　　　　 、　　　o

十翰 堂 　伍 一　
鬯鉦

曝u ぞ
　 Q 如海含像 。 灑字時 、 入海藏般若波羅蜜門 。

’一
　

冒二鉦 　
目

亟 。

虐

　伍 一　
∴ 量 証

邑
首　　。 能遍安住 。

囎 字時、入 普遍生安住般 若波羅蜜 門 。 悟±塑 迭
雪 雪五

、
＿　　　　　　　　　　 o

轡

　橲 一　
∴
’凶 ・　 。 不動則 圓滿發光 。 多 （上）字時 、入照 曜塵垢般若波羅蜜門 。 忸二

七 こ 置　　・　　 Q

心
　伍 　 一

丶生　 。 則諸乘差別積聚皆不可得。
野字時、入差別積聚般若波羅 蜜門 。 悟二 麹

實丕生亟 。

，、
白

　伍 一 禰 　 1
’

鷲 　　・画 　　。 普光明 瑟 晩 （二 合上 ）字時、入 普遍光明息除熱惱般若

即 能制伏。任持煩惱即所制伏 。 息即伏義 。
波羅 蜜門 。

伍 一　
’
　 1

馳
　　　 ’ ロ

旦

　 。

迦字 。

楓

　
…

蒲 　 則作業如雲 。 皆無差別 。
迦 （．F．）字時、入差別種類般 若波羅蜜門 。 悟二

　 こ　　 一　　　、 口
　 　 　 　 　 　 　 o

娑上字即壁 灘 。 娑 （．ヒ）字時、入現前陶雨／注 1大雨般若 波羅蜜

門 。 悟一切法塵 E笠性不可得故 。

麼字 。 即i驪 性 。 我慢高擧若衆峰齊峙 。 我慢

則生死長流 湍馳 奔激 。

莽 （輕呼 ）宇時、入大迅疾衆峰般若波羅 蜜門 。

悟
一
切 法盤 不可 得故 。

伽字即二 坦法五巫性。 識字 時、入普遍輸長養般若波羅蜜門。 悟 二 切法
孟一

　 ・’・
、 ロ

乙
　 　 　 　 　 　 o

他字 。 即是魎 性 。 他 （上）字時 、入 眞如無差別般若波羅蜜 門。悟
一

切法魎 不可得 故

社字即能豐 。
惹字時 、 入世 間流轉 窮源清淨般若波羅蜜 門 。 悟
一切法逝 生起不 可得故 。

鎖字即宏隆性 。
娑囀 （二 合）字時、入念一

切佛庄嚴般若波羅蜜

門 。 悟．切 法安隈性不可得故。

柁字 。 即宜盥 性 。
駄 字時、入觀察法界道場般 若波 羅蜜門 。 悟一切

法宜巒 不可得故 。

奢字即鑽 性。
捨字時、入隨順

一
切佛教般 若波 羅蜜門 。 悟一切

法雄 性不可得故 。

怯字即如虚空性。
怯 （上）字時、入現行因地智慧藏般若波羅蜜門 。

悟一切法如虚空性不可得故 。
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き
で

あ
る

。

　

こ

れ

は

先
の

E
『

金

剛

頂
超
勝
三

界
經
説
文
殊
五

字
眞
言
勝
相
』

の

引
用

例
c
に

続
い

て

示
さ

れ

た

部
分
で

あ
る

。

こ

こ

で

は

第
六

字
よ

り

引
用
を

始
め
て

い

る

が
、

そ
れ

は

先
の

五

字
に

続
い

て

第
六

と

い

う
こ

と

で

あ
る

。

先
の

五

字
は

前
の

『

文
殊

五

字

經
』

の

項
に

入
れ

た

が
、

四

十
二

字
門
に

於
け
る

そ
の

五

字
の

順
番
は

こ

の

『

四

十
二

字
觀

門
』

に

則
る

も
の

で

あ

り
、

そ
の

意

味
で

は

こ

ち
ら

の

項
に

収
め
る

べ

き
か

も

し

れ
な
い

。

し

か
し

そ
の

解
釈
は

『

文
殊
五

字
經
』

に

依
る

も
の

で

あ

り
、

『

四

十
二

字

觀
門
』

は

四
十
二

字
門
に

於
け
る

冒
頭
の

五

字
の

順
序
と
い

う
範

囲
で

の

依
拠
で

あ
る

か

ら
、

こ

こ

で

は
五

字
に
つ

い

て

再
説
し

な
い

。

　

表
の

ご

と

く

両

者
を

対

照
す
る

と
、

澄
観
も
引
用
の

末
尾
に

て

断
っ

て
い

る
よ

う
に

、

『

華
嚴
經

疏
』

は

『

四

十
二

字
觀
門
』

を

要

約
し
な

が

ら

引
用
し

て

い

る
。

そ
こ

で

は

「

上

來
從
娑
上

字
來

、

皆
上

有
悟
一

切
法

、

下

有
不
可

得
言

、

今
並
略
之

。

若

具
皆
如
瑟
吃

字
耳

。

」

と

言
い

、

娑
上

字
以

後
に

つ

い

て

は
、

正

し

く
引

用
す
る

な
ら

、

「

瑟
曉
字
」

に

て

「

瑟
味

字
、

悟
一

切

法
制
伏
任
持

相
不

可
得
故
」

と

あ
る
よ

う
に

、

例
え
ば

娑
上

字
に
つ

い

て

言
え

ば
、

「

娑
上

字
即
悟
一

切
法
時
平

等
性
不
可

得
」

と

い

う
具
合
に

な
る

と

し
て

い

る
。

し
か
し

、

『

華
嚴
經
疏
』

の

「

縒
字
」

乃
至

「

也

娑
字
」

も

同
様
に

「

悟
一

切

法
」

「

不
可

得
」

を

欠
し
て

お

り
、

「

迦

字
」

も

「

不
可

得
」

が
付
さ

れ
て

い

て

も

＝

切

法
」

を
欠
し

て

お

り
、

こ

れ

ら
の

用
例
に
つ

い

て

は

言
及
さ

れ

て

い

な
い

こ

と

に

な
る
が

、

こ

れ
ら

は

例
外
と
い

う
こ

と

で

は

な

く
、

恐
ら

く
は

娑
上

字
以

後
と

同

様
に

「

悟
一

切

法
」

「

不
可
得
」

を

付
す
べ

き
な
の

で

あ
ろ

う
。

　

さ
て

、

澄
観
は

以
上
の

よ

う
に

、

諸
字
の
一

々

に

解
釈
を

施
す
な
ど

し

て
、

四

十
二

門
解
釈
に

大
き
く

紙
幅
を
割
い

て
い

る

が
、

こ

の

こ

と

は

彼
の

私
淑

す
る

法
蔵
の

場
合
と

大
き
く
異
な

る
。

法
蔵
の

『

探
玄
記
』

で

は

四

十
二

門
に
つ

い

て

「

二

唱

阿

字
時
下
別

顯
四

十
二

門
。

初

唱
阿
字
時
入
般

若
門

名
威
徳
等
者

、

梵
語

威
徳
名
阿
答
摩

、

是
故
唱
世
阿

字
時
便
即
轉
入

般
若
威
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〔
46）

徳
。

以

阿
聲
同

故
。

即
此

得
彼
以
爲

難
故

。

餘
門

並
皆

多
悉
如
是
准
釋
可

知
。

」

と

極
め

て

簡

潔
に

述
べ

て
い

る

に

す
ぎ

な
い

。

法
蔵
に
よ

れ
ば

、

「

阿

字
を

唱

え
る

こ

と
に

よ

り
、

威
徳
と

い

う
名
の

般
若
門
に

入
る
」

の

は
、

「

威
徳
は

梵
語
で

「

阿
答

摩
」

で

あ

り
、

そ
の

「

阿
答
摩
」

の

頭
文
字
で

あ
る

「

阿
」

を

唱
え
る

こ

と

で

般
若
威
徳
に

転

入
す
る

の

だ
」

と

し
て
い

る
。

且
つ

「

そ
の

他
の

門
は

並
び

に

何
れ

も
多
く
の

場
合

、

こ

の

よ

う
な
の

で

あ
る

。

准
釈
し

て

知
る
べ

き
で

あ
る

。

」

と

あ
る

か

ら
、

そ

の

他
の

字
に
つ

い

て

も
般
若
門
の

名
の

梵
語
の

頭
文
字
を

唱
え

る
や

り
方
が

適
用
さ

れ
て

い

る

と
い

う
こ

と

に

な
る

。

そ
れ

に

対
し
て

澄
観
の

場
合
は

、

先
の

E
『

金
剛
頂

超
勝
三

界
經

説
文
殊
五

字
眞
言
勝
相
』

の

引
用
例
に

引

き
続
き

、

こ

の

『

四

十
二

字
觀
門
』

に

よ

り
「

華
嚴
經
』

の

四

十
二

門
が

解
釈
さ
れ

て

お

り
、

彼
は

四

十
二

門
を

徹
底
し
て

密

教
的

に

解
釈
し
て
い

る

の

で

あ
る

。

澄
観
は

慧
苑
に

対
し
て

法
蔵
教
学
か

ら
の

逸
脱
を

厳
し
く
批

判
し
て

い

る

が
、

彼
の

行
っ

た

四

十
二

門
の

密
教

化
も

一

種
の

逸
脱
と

も

見
れ
る

。

そ
れ
で

も
彼
自
身
は
こ

の

密

教
化
を

逸
脱
と
は

考
え
て

い

な
い

と

い

う
こ

と
で

あ
る

か
ら

、

寧
ろ

不
空
の

新
訳
に

よ

り
法
蔵
の

思
想
が
一

層
充
実
し
た
も
の

と

な
っ

た
と
い

う
こ

と

な
の

で

あ
ろ

う
。

N 工工
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澄観 と密教 （遠藤 ）

　

以
上

、

『

華
嚴
經

疏
』

に

引
用

さ
れ

た

密

教
典

籍
六

種
、

計

十
二

例
を

概
観
し
て

き
た
が

、

『

大
日

經
』

引
用

例
a

及
び

『

金

剛
頂
瑜
伽
理

趣
般
若
經
』

か

ら
の

引
用
以

外
は
全
て

『

華
嚴
經
』

の

四

十
二

門
に

関
す
る

解
釈
に

向
け
ら

れ
て

い

る

こ

と

が

確

認
さ
れ

た
。

こ

の

こ

と

か

ら
、

澄
観
の

密
教
援
用
の

意
図
は

、

主

に

四

十
二

門
解
釈
に

在
っ

た

と

結

論
付
け
ら

れ
る

。

　
『

華
嚴
經
疏
』

に

於
け
る

四

十
二

門
解
釈
は

、

字
輪
の

意
義
に
つ

い

て

従
来
の

法
蔵

説
を

示
し

な
が

ら
、

『

大
日
經
』

に

よ
る

解
釈
を
専
ら

宣
揚
し

、

以

後
、

字
輪
は

完

全
に

密
教
的
な

理

解
の

元
で

語
ら

れ
る

構
図
と

な
っ

て
い

る
。

し

か

も
澄

観
は

『

華

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
39

嚴
經
』

本
文
に

即
し
て

諸
字
を

解
釈
す
る
こ

と

は

せ

ず
、

『

四

十
二

字
觀

門
』

に

よ

り
読
み

替
え
て

そ
の

解
釈
に

充
当
し
て

お

り
、

　
−
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『

華
嚴
經
』

の

四

十
二

門
は

完
全
に

密
教

化
さ

れ

る
こ

と

と
な
っ

た
。

こ

の

こ

と
は

単
に

、

極
め

て

簡
潔
に

述
べ

る

に

す
ぎ
な
か

っ

た

法
蔵
釈
を

補
完
し
よ

う
と

い

う
よ

う
な

、

解

釈
学
上
の

興
味
と
い

う
だ

け
で

は
な

く
し

て
、

E
『

金
剛

頂
超

勝
三

界
經

説

文
殊
五

字
眞
言

勝
相
』

の

引

用

例
で

見
ら
れ

る
よ

う
に

、

そ

の

言
葉
は

実
践
と

緊

密
に

結
び
つ

い

て
い

る

の

で

あ
る

。

ま
た

、

こ

の

こ

と

は

単
に

文
殊
五

字
真
言
に

限
っ

て

考
え

ら
れ

る
こ

と

な
の

で

は

な

く
、

四

十
二

門

解
釈
の

末
に

「

更

有
對
會
及

修
觀

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
（
47）

儀
所
得
功
徳

。

並

別
章
具
也

。

」

と

あ
り
、

こ

れ

は

字
輪
観
に

関
わ

る

具
体

的
な

内
容
に
つ

い

て

指
示
し
て

い

る

も
の

で

あ
る

と

言
え

、

そ
こ

で

「

修
觀
儀
」

が

挙

げ
ら
れ

て

い

る
の

で

あ
る

か

ら
、

密
教

化
さ
れ

た

四

十
二

門
全

般
が

実
践
に

向
け
ら
れ

た

性
格
の

も
の

と

考
え
ら
れ

る

の

で

あ
る

。

実
に

密
教

典
籍
の

引
用
の

周
辺
を

子

細
に

探
る
と

、

そ
こ

に

密
教
実
践
者
（

字
輪
観

の

行
者
・

文
殊
五

字
真
言
の

念
誦

者
）

と
し
て

の

澄
観
の

姿
が
ほ

の

め
か

さ

れ
て
い

る
の

で

あ
る

。

　

こ

の

よ

う
に

、

実
践
的
な

密
教
化
さ
れ

た

四

十
二

門
全

般
を

彼
が
重

視
し
て

い

る

こ

と

に

も
と

よ

り
疑
い

は

無
い

が
、

そ
の

中
で

も
冒
頭
の

五

字
に

相

当
の

紙
幅
を
割
い

て

お

り
、

四

十
二

門
の

中
で

も

そ
れ

ら
を

特

に

重

視
し

て

い

た
こ

と

が

窺
え
る

。

澄
観
は

、

『

華
嚴
經
』

本
文
の

冒
頭
の

五

文
字

「

阿

多
波
者
那
」

を

『

四

十
二

字
觀
門
』

で
い

う
「

阿

囃
跛
者
曩
」

に

読
み

替
え

る

こ

と

に

よ

り
、

そ
れ

を

文
殊
五

字
真
言

で

あ
る

と

断
定
し

、

そ
の

甚
大
な
る

功

徳
を

謳
っ

て

い

る
。

文
章
上
の

解
釈
の

流
れ

か

ら

す
れ

ば
、

そ
の

よ

う
に

『

四

十
二

字

觀
門
』

に

よ

る

変
換
が

先

行
し

、

そ
の

変
換
を

俟
っ

て

『

金

剛
頂

超
勝
三

界
經
説

文

殊
五

字

眞
言
勝

相
』

を

援
用
す
る

と
い

っ

た

手
順
に

な
る

の

で

あ
ろ

う
が

、

『

華
嚴
經
』

読
み

替
え
の

動
機
は

四

十
二

門
を

文
殊

五

字
真
言
と

し

て

扱
お

う
と

す
る

点
に

在
り

、

こ

の

観
点
か

ら
は

『

金

剛

頂
超
勝
三

界
經
説
文
殊
五

字

眞
言

勝
相
』

が

『

四

十

二

字

觀
門
』

に

先
立
つ

こ

と

と

な
る

。

つ

ま
り

、

四

十
二

門
の

密
教

化
の

背
景
に

は

五

字
文
殊
に

対

す
る

彼
の

思
い

入
れ

を

十

分
に

勘
案
し

て

お

く
必

要
が

有
る
と

い

う
こ

と
な
の

で

あ
る

。

　

も
う
一

点
、

澄

観
と

密
教
の

関

係
を

考
え
る

上
で

注
意
す
べ

き
点
は

、

『

大
日
經

疏
』

引
用
例
b5

の

項
で

見
た

如
く

、

澄
観

の

密
教
の

知
識
が

文
献
だ

け
に

由
来
す
る

も
の

で

は

な

く
、

口

伝
的
内

容
を

見

聞
し
て
い

る

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

口

伝
的

内

140
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容
は

必
ず
し
も

厳
密
な

師
資
相
承
の

よ

う
な

性
格
を

有
す
る

も
の

で

は

な
い

に

せ

よ
、

少
な

く
と

も
、

そ
の

内
容
は

極
め
て

密

教
に

内
的

な

問
題
に

関
わ
る

内
容
で

あ

り
、

体
系
的
に

密
教
を

修
め
た

人

物
と
の

接

触、

或
い

は

密
教

道
場
へ

の

訪
問
と
い

っ

た
、

密
教
に

大
変
近
し

い

環

境
に

澄
観
が

身
を

置
い

た

可

能
性
を

示
唆
し
て

い

る
も
の

と

考
え

ら
れ

る

の

で

あ
る

。

　

そ

れ
で

は
、

澄

観
は

如
何
に

密
教
と

邂

逅
を

果
た

し
た

の

で

あ
ろ

う
か

。

本
論
の

結

果
を

踏
ま

え

考
察
し
て

ゆ

く
こ

と

に

し

た

い

が
、

こ

れ
に
つ

い

て

は

更
に

『

大
方
廣
佛
華
嚴
經
隨
疏
演

義
鈔
』

の

検
討
を

経
て

、

他
日
改
め

て

論
じ
る
こ

と

に

し

た

い
。

N 工工
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倉 fbす 宮
’
i；

x

言 3 冗 谷 sT 註

） 　） 　） 　） 　） 　） 　） 　） 　） 　） 　）

「

宋
遼
時
代
の

密
教
」

「

空
海
と

澄
観

大
正

蔵
巻
三

五

大
正

蔵
巻
十
八

大
正

蔵
巻
三

五

大
正

蔵
巻
十
八

大
正

蔵
巻
三

九

大
正

蔵
巻
三
五

大
正

蔵
巻
十
八

大
正

蔵
巻
三
五

（

『

密
教
研
究
』

第
三

十
八

号
所
収
）

真
言
と

華
厳
の

関

係
」

九
二

六

中

四
十
上

九
二

七

上

三

十
中

七
二

二

下

九
五

三
上

十
上
・

中

九
五

三

中

（
『

印
度
學
佛
教
學
研

究
』

四
四
i
一

所
収
）

澄
観
は

第
二

の

字

門
は

多
字
門
で

は

な
く

囃
字
門
を

誤
訳
し
た

も
の

と

見
て
い

る

の

で
、

或
い

は

多
字
門
で

は
な

く
囓

字
門
を

指
示
し
て

い

る

可
能
性
も
有
る

。

し

か
し

『

華
嚴
經
』

で

は

第
六
の

字
門
と

し
て

囃

字
門
を

挙

げ
て

お

り
、

『

華
嚴
經

疏
』

も
こ

　

41

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
1

こ

で

は
そ
れ

に
即
し
て

解
釈
し
て
い

る

の

で
、

五

字
門
中
の

第
二

の

字
門
は

囃
字
門
で

は
な

く
多
字
門
を

指
示
す
る

も
の

と
し
て
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見
る

の

が
宜
し
い

だ
ろ

う
。

（

12
）

大
正

蔵
巻

十
　
四
一

八

上

　

　

増
補
改
訂
日
本
大
蔵
経

（

22
）

那
須
政

隆
『

秘
蔵
記

講
伝

（

一

ご

（

23
）

「

『

秘
蔵

記
』

成
立

考
」

（
『

密
教
学
研
究
』

第

十
五

号
所
収）

（

24
）

「

『

秘
蔵
記
』

の

選

述
年
代
に
つ

い

て
」

（

『

密
教
学
研
究
』

第
二

十
四

号
所

収）

　

教

學
研
究
』

四

七
…

二

所
収）

（

25
）

「

秘
蔵
記
」

解
説
（

『

定
本

弘
法
大
師
全
集
』

第
五

巻
所
収）

（
26
）

「

『

秘
蔵
記
』

の

成
立
年
代
」

（
『

密
教
文
化
』

第
一

八

六
所
収）

（
27
）

増
補
改
訂
日

本
大
蔵
経
　
第
八
四

巻
　
二

〇
一

上
・

下

（
28
）

大
正

蔵
巻
三
五

　
九
一

八

上

（
29
）

大
正

蔵
巻
三

五

　
四
四
一

下
〜

四

四
二

上

（

13
）

大
正

蔵
巻

十
八

（

14
）

大
正

蔵
巻
三

五

（

15
）

大
正

蔵
巻
三

九

（

16
）

大
正

蔵
巻
三

九

（

17
）

大
正

蔵

巻
三

五

（

18
）

大
正

蔵

巻
十
八

（

19
）

大
正

蔵
巻
三

五

（

20
）

大
正

蔵
巻
三

九

（

21
）

十
上
〜

九
五

三

上

六
五
二

中

六
五

四
上

九
五

三
上

十
中

九
二

七
上
・

中

七
二

二

下

　

　

第
八

四

巻

　一
一

二

下

　

　

　

　

　

（

成
田
山

仏
教
研
究

所
紀
要
2

）

「

「

秘
蔵
記
』

の

成
立

年
代
再
考
」

（

『

印
度
學
佛

142
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（

30
）

大
正

蔵
巻
三

五

　
四
五
一

上

（

31
）

大
正

蔵
巻
五

十

　
七
三

七
中

（

32
）

大
正

蔵
巻
八

　
七
八

〇

中

（

33
）

大
正

蔵
巻
三
五

　
九
五

三
上

（
34
）

大
正

蔵
巻
十
八

　
三

三

八

下

（
35
）

大
正

蔵
巻
三

五

　
九

五
三

上

（
36
）

大
正

蔵
巻
二

十

　
七

〇

九

中

（

37
）

大
正

蔵
巻
二

十

　
七
〇

九
上

（

38
）

『

華
嚴
經
』

本
文
で

は

「

阿

多
波
者

那
」

と

あ
る

が
、

（

39
）

大
正

蔵
巻
三
五

　
九
五

三
上

（
40
）

「

囃
多
二

字
字
形
相
近、

聲
相
濫
故

。

」

（

大
正

蔵
巻
三

五

（
41
）

大
正

蔵
巻
三
五

　
九
五

三
上

（
42
）

大
正

蔵
巻
三

五

　
九

五
三
上

（

43
）

大
正

蔵
巻
二

十

　
七

〇

九

中

（

44
）

大
正

蔵
巻
三

五

　
九
五

三

中
．

下

（

45
）

大
正

蔵
巻
十
九

　
七
〇

八

（

46
）

大
正

蔵
巻
三

五

　
四
八
五

上
・

中

（

47
）

大
正
蔵

巻
三

五

　
九

五
三

下

【

キ
ー

ワ

ー

ド
】

澄
観

、

不
空、

五

字
文
殊

、

五

転
阿
字

澄
観
は

「

阿
囃

波
者
那
」

と

解
し
て

い

る
。

九
五

三

上
）

と

あ
る

。
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